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本稿は、過去に行ったペアワードの抽出と分析の研究に






















































“The large propotion of word pairs consisting of purely native or purely Romance elements













　　　　　　　　　　　　　　Number of Word Pairs 
Anglo-Saxon ＋ Romance　……………………65   
Romance ＋ Anglo-Saxon　……………………47   
112 
Anglo-Saxon ＋ Anglo-Saxon　…………………86 
Romance ＋ Romance　…………………………52 
Norse ＋ Anglo-Saxon　…………………………4 
Anglo-Saxon ＋ Norse　…………………………3 
Norse ＋ Romance　………………………………3 
Romance ＋ Norse　………………………………2 
　　　　　　　　　　　　　　　　　Total  262
Etymological Distribution of Word Pair Components
 1st word 2nd word WG 
 Anglo-Saxon AngloSaxon 119 （82.1%） 86 （32.8%） 
 Romance Romance 3 （ 2.1%） 52 （19.8%） 
 Anglo-Saxon Romance 9 （ 6.2%） 65 （24.8%） 
 Romance Anglo-Saxon 10 （ 6.9%） 47 （17.9%） 
 Romance ME<OE+ON 2 （ 1.4%）  
 Romance Old Norse   2 （ 0.8%） 
 Old Norse Old Norse 1 （ 0.7%）  
 Old Norse Anglo-Saxon 1 （ 0.7%） 4 （ 1.5%） 
 Old Norse Romance   3 （ 1.2%） 
 Anglo-Saxon Old Norse   3 （ 1.1%） 













cheer and countenance というペアワードについて、一見 countenance の方が新奇に見え、それを説



















本稿では Friday と De Sacramento の２章についてペアワードをまとめているが、こと Friday にお
いては、ここで扱う語句のペアは「数あるペアワードの中の１つ」という位置付けに収まらない。こ











peynful or soriful （109rL27-28）
peynes and sorowe （118rR2-3）
peynes and sorowes （120rL12-13）










 sorrow and  4 sorrow and   1 
        and sorrow 4           and sorrow 1 
 sorrow and  3 　　　　　  and sorrow 1 
 sorrow and  1 sorrow and   1 
            and sorrow 1 　      and make sorrow 1 
            and sorrow 1 
 
２）pain  
 pain and  4       and pain6） 1 
             and pain 3         and pain 1 
             and pain 1 pain and   1 
             and pain 1 
 
３）passion  
 passion and  3 passion and 　 1 
            and passion 3        and passion 1 
 passion and  1 
 
４）compassion  
            and compassion 4 compassion,             and 　　　　　1 
 compassion and   1 
 
５）death 
            and death 3 
         and death 2 
          and death 2  
 
６）despite 



































るが、sorrow を別にすれば Romance の語句が連なることが多いようにも感じられる。
なお、フレーズ等の表現や、ペアワード周辺に見られた各種の表現についても、言及する必要があ
ると思われるものがいくつかある。
まずは pain とのペアで見られた anguish について。いくつかの語との組み合わせでペアワードには
なっているが、（ pain とのペアも含め）当テキスト中で複数用いられた組み合わせはない。
fere and anguissh （112vL17-18）
so gret anguisshe & so bitter agonye （113vR14-15）
なお、以下のものは anguish を修飾する語からなるペアワードの例である。
gret and souereyn Anguissh （112vL7-8）
続いて death について。こちらは passion とのペアが３例見られたため上記分類に加えたが、以下の
ようにフレーズとしてのペアに特徴的な表現が見られる。





 perplexity and  1            and perplexity 1 
 
８）toment 
 torment and  3 torment and  1 






　　　　　　　　　　　      death 
　　　　　　　　　　　    　｜ 
［ pain  －  sorrow ］  －    passion  
　　｜ 　　　 ｜   
   torment   compassion 
  
　　　　　　　　　　　　　　  Anglo-Saxon 
　　　　　　　　　　　　　　　　｜   
［Romance － Anglo-Saxon］－ Romance 
  　｜               ｜   
   Romance     Romance
slayn and put to that harde deth （110vR33-34）
be slayn and dede （111rR7-8）
こちらは damn、damnation と「 death を含むフレーズ」とのペアワード表現である。
dampned and put to despitous deth（131vL18-20）
goostely deth and euerlastinge dampnacion（158rR17-18）
また、ここでも death を修飾する語句がペアワードとなる例が見られる。
foulest and most horrible deth（131vL31-33）
最後に、scourge について。以下３例は scourge と beat からなるペアである。
scourged and beten（116vR32-33）
beten and scourged（117rL19-20）
bete the & scourge the（117rR28-29）
これだけでは上記の語句との関連性はないが、scourge には、torment のペアの相手の一つ illude と
のペアの例が一例見られる。
scourged and illuded （118vL28-29）
なお、ここでもやはり周辺語句のペアワードが見られ、pain とペアにもなった hard などの語からな
るペアワードが、scourge の近くで用いられている。
the hardest and most bitter strokes of scourges（117rL9-11）
この項で扱った主たる語である pain に関しても、









the helth and the saluacion（112vR29-30）
the hele and the sauacion（113vL17-18）
her helth and her rest （113vR16-17）
helth and saluacioun （129rR34-129vL1）
helth and saluacion （162vR24-25）
これらは、162vの例を除くと Friday の章のもので、health and salvation は Friday において頻出す
るペアの一つである。
それに対して Sacrament の章でより特徴的に見られるものは comfort に関わるペアで、以下のよう
に多く用いられている。
comforted and strengthed（157vR5-6）





また、Friday においても comfort のペアは見られるが、以下の例のように相手は joy であった。
oure Ioye and our comfort and the light （131rR33-131vL1）
なお comfort and joy という組み合わせについては、Koskenniemi（1983）に言及があり、“The
combination comfort and joy － in the reversed word order also － seems to be a set phrase in Late
ME texts.”（p. 79）とある。このペアについては、慣例的な表現としての性格が強いように思われる。
このように「救い」などの意味を表すこれらの語、およびそれが用いられたペアワードは、comfort




さらに、joy のペアについて。名詞については comfort とのペアを一つ確認したが、“joyful”に関し
ては以下のように joyful and glad が３例ある。
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Saxon の組み合わせを中心にしながらも、[salvation－health] と [comfort－joy] との間には、一部関連
性は見られるとはいえ、語の意味を超える違いが存在するのではないだろうか。
３．泣く











stronge crie and weping teres（124rR34-124vL1）








［Romance － Anglo-Saxon］―［Romance － Romance］ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  Anglo-Saxon
weep と tear はここに見られるように同時に表現される場合もあり、互いに排除する関係ではなく、
時には共起し、時には代替として用いられる関係ではないかと推測される。以下の例に見られるよう
に、tear が sigh とのペアになっている例もある。
swete teeres and inward sighingges （161vL20-21）
なお、weep については“wepe and make sorowe”（129rR1-2、１．痛みと悲しみ の項をを参照）の
ようにフレーズとのペアも見られるなど、ヴァリエーションは豊かである。





奇な語や意味が不明な語の説明」）。反面 weep を中心に考えるならば、sigh、sob らの語との結び付き
と同様、weep にニュアンスの異なる cry を結び付けることによって多彩な表現（豊かな文彩）が生み
出されている、と解釈できるのではないだろうか。
４．神への訴えかけ
her maister and lorde（114rR23-24）




なお、ここに見られるペア master and lord に関しては、語順が逆になった例も見られるため、固定
化した慣用表現として定着しているかどうかは不明である。




   cry －［weep（tear）］－ sigh 
                                    － sob 
 
 
   Romance －［Anglo-Saxon（Anglo-Saxon）］－ Anglo-Saxon 
















princes and maisters （114vR31）
princes and souereynes （115vR17-18）









a theef and a wikked doer （116rR29-31）
a theef or a wikked doer（114rR3-4）


















の語句のいくつかを引用すると、“mid（=with）golde and mid gersume（=treasure）”や“muchel









          cruel 
        ／     ＼ 
   malice  －  wicked 
 
        Romance 












157rL3:（folio 157 recto Left Column 3rd line）





５）青木（1996）では“sorys”を sorrow とは別に分類し集計していたが、Sargent（1992, 2005）では
“sorowes”とされる箇所であるため、sorrow の異形の一つとして集計する。
６）“the fire and the peyn of purgatory”（166vL33-34）にて「煉獄」の炎と苦痛、と具体的に記述された箇所
にある。
７）OED（CD-ROM Version 3.0）にて、 1 によると、語源は“app. of imitative origin: cf. WFris. sobje,
Du. dial. sabben to suck.”とあり、明言されていない。『英語語源辞典』には“ ? MDu. & MLG”（順に
Middle Dutch、Middle Low German の略）ともある。
８）特に Leisi（1947）や Koskenniemi（1968）など。
参考・参照文献
Oguro, Shoichi, ed. “Friday”in Waseda MS（NE3691）, Waseda, 1999.
Oguro, Shoichi and Aoki, Shigehiro, eds.“De Sacramento”in Waseda MS（NE3691）, Waseda, 2000.
Koskenniemi, Inna. Repetitive Word Pairs in Old and Early Middle English Prose. Turun Yliopisto, 1968.
－.“On the use of repetitive word pairs and related Patterns in The Book of Margery Kempe.”Style and
Text: Studies Presented to Nils Erik Enkvist. Sprakforlaget Skriptor AB, 1975, pp.212-218.
－.“Semantic Assimilation in Middle English Binomials.”Studies in Classical and Modern Philology Presented 
to Y. M. Biese. Suomalainen Tiedeakatemia, 1983, pp.77-84.
Leisi, Ernst. Die tautologischen Wortpaare in Caxton's“Eneydos”. Hafner, 1947.
Sargent, Michael G., ed. Nicholas Love's Mirror of the Blessed Life of Jesus Christ. Garland, 1992.
－. The Mirror of the Blessed Life of Jesus Christ: A Full Critical Edition（Exeter Medieval Texts and Studies）. 
Univ. of Exeter Pr., 2005.
Shibata, Shozo.“Notes on the Vocabulary of The Book of Margery Kempe.”Studies in English Grammar and 
Linguistics in Honour of Takanobu Otsuka. Kenkyusha, 1958, pp.209-220.





谷明信「初期中英語 the‘Wooing Group’の Word Pairs の用法とその特徴」兵庫教育大学研究紀要第23巻
第２分冊、2003年、19-24ページ
寺澤芳雄（編集主幹）『英語語源辞典』研究社、1997年
中尾俊夫『英語史II』英語学大系第９巻 大修館書店、1972年
青木繁博「ニコラス・ラヴ『イエス・キリストの祝福されし生涯の鏡』考察　1. 早稲田写本におけるペアワード
－「金曜日」の章」文芸言語文献学会 JALLP 96、1996年、8-19ページ
－.「ニコラス・ラヴ『イエス・キリストの祝福されし生涯の鏡』早稲田写本におけるペアワード－「サクラメ
ント」の章」新潟青陵大学短期大学部研究報告 第35号、2005年、35-47ページ
